
中期経営計画 APTSIS 20 の策定においては、マクロトレ

ンドを踏まえ、リスクと機会の討議を重ねながらマテリアリ

ティ・アセスメントを実施し、特定したKAITEKI経営上の重要

課題（マテリアリティ）について、企業活動への影響度を勘

案しながら優先順位付けを行いました。この４年間、マテリ

アリティに基づき策定した経営戦略や個々の事業戦略を

着実に遂行し、中でも重要性が高いと位置付けた課題に

ついては、MCHCグループのイノベーション力を発揮して

ソリューションを提供する“フォーカス市場”と位置付け、関

連するセグメントが強みを活かし協奏しながら、成長戦略

に取り組んでいます（P.33 参照）。また、2021年度からスター

トする次期中期経営計画の策定にあたり、「KAITEKI Vision 

30」に基づき、社会の変化に柔軟に応じて、マテリアリティ

の見直しを実施しています。

なお、当社グループのマテリアリティへの取り組みを通じ

て、2015年に国連で採択された「持続可能な開発目標

（SDGs）」の達成にも貢献していきます。

マテリアリティの特定プロセス

マテリアリティの特定

マテリアリティ・マトリックス
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APTSIS 20  のマテリアリティとフォーカス市場
3 中期経営計画（2016-2020年度）

APTSIS 20 進捗報告

マクロトレンド分析を出発点として、自社にとってのリスクと機
会の討議を重ね、 APTSIS 20 における企業活動を整理。前回
のアセスメント（2014年実施）で特定された重要課題を見直
し、新規課題の追加を実施。

公開されているサステナビリティ情報、アンケート、専門家への
ヒアリングなどから検討課題の重要性情報を整理し定量評価。

経営戦略、 APTSIS 20 での施策/活動を踏まえ、MCHCの経営
陣がマテリアリティを特定し、優先順位を決定（存立に関わる最
重要の課題3、取り組むべき重要な課題21）。

ステークホルダーの重要度、MCHCグループの重要度の2軸で
マトリックスを作成。

MCHCの経営会議（現 執行役会議）および取締役会でマテリア
リティ・アセスメントとマテリアリティ・マトリックスを審議、承認。

PROCESS 1
検討課題の設定

PROCESS 2
ステークホルダー視点での課題の評価

PROCESS 3
MCHCグループが取り組むべき
重要な課題の特定と優先順位付け

PROCESS 4
マテリアリティ・マトリックスの作成

PROCESS 5
社内承認手続き

マクロトレンド

自社にとってのリスクと機会の抽出（P.31 参照）

マテリアリティの特定・優先順位付け

気候変動の増大 人口の増加 高齢化の進展

水資源の汚染・不足 グローバル化と新興国の発展 医療費の増大

産業のデジタル化、モジュール化、ICT化 地域経済圏の拡大 再生医療・個別化医療の進展
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社会インフラの整備・
拡充への貢献

サプライチェーンに
おけるCSRの推進

生物多様性の保全

スマート社会への対応

ステークホルダーとの
コミュニケーション・協働

ICT高度利活用の推進

コミュニティ貢献

清浄な水資源の確保

食料・農業問題への対応

ダイバーシティの推進

生活の満足度向上

イニシアチブへの参画と
リーダーシップの発揮

健康維持への貢献

疾病治療への貢献

人権尊重の理念の共有

情報セキュリティ
対策の推進

資源・エネルギーの
効率的利用

気候変動への対応

人材の育成・開発

労働安全衛生の推進

製品・サービスの
信頼性向上

三菱ケミカルホールディングス KAITEKI REPORT 2020 三菱ケミカルホールディングス KAITEKI REPORT 202029 30



マテリアリティの区分

APTSIS 20  のマテリアリティとフォーカス市場
3 中期経営計画（2016-2020年度）

APTSIS 20 進捗報告

Innovation 　P45Sustainability 　P37 コーポレートガバナンス 　P53

P27

APTSIS 20

P33

フォーカス市場の
成長施策

P40

サステナビリティ
（MOS）指標

P44

KAITEKI健康経営の
KPI

P50

イノベーション
（MOT）指標

中期経営計画
APTSIS 20 の目標

社会価値
（関連するSDGs）

資源・エネルギーの
効率的利用

気候変動への対応

清浄な水資源の確保

食料・農業問題
への対応

製品・サービスの
信頼性向上

コミュニティ貢献

健康維持への貢献

疾病治療への貢献

人材の育成・開発

労働安全衛生の推進

人権尊重の理念の共有

情報セキュリティ対策の
推進

ダイバーシティの推進

地球の心地よさの実現に向けて、MCHCグループの企業活動およびイノベー
ションの創出や製品・サービスの提供を通じて取り組むべき重要な経営課題

地球環境に関連する
マテリアリティ

より心地よい社会の実現に向けて、MCHCグループの企業活動およびイノベー
ションの創出や製品・サービスの提供を通じて取り組むべき重要な経営課題

社会システムに関連する
マテリアリティ

KAITEKI実現をめざす企業グループとして、グループ内の運営や、社会との関
わりにおいて取り組むべき重要な経営課題

人（企業と組織）に
関連するマテリアリティ

地球環境

社会
システム

人
（企業と組織）

化石資源・希少金属等の天然資源の枯渇

気候変動による異常気象・自然災害リスクの増大
温暖化対策に伴う規制の強化

需要増、気候変動等による水ストレスの拡大
衛生的な水の不足による健康リスクの増大

需給バランスの悪化による社会の不安定化

生活習慣病罹患率の増加、死亡率上昇
医療保険システムの破たんリスク増大

医療・健康分野への異業種からの参入拡大
（競争の激化）

品質、安全、環境性能の低下等による
社会的信用の失墜、事業の中断

信頼性の低下による事業活動への影響

労働力不足、人材の流出

物的・人的被害等による生産への影響、
社会的信用の失墜、ハラスメント、長時間労働

人権侵害による事業遅延、事業の中断

情報の漏洩や改ざん等による社会的信用の失墜、
事業の中断、サイバー攻撃による事業の中断

多様化するニーズに対応できず競争力低下

資源・エネルギー供給ソースの変容・多様化
再生可能エネルギー実用化、技術開発の加速

気候変動緩和・適応製品の拡販、
ステークホルダーからの中長期的な支持獲得

水の清浄化・再利用化等ビジネスの拡大

優秀な人材の確保・育成
創造性と活力の向上

従業員の健康と安全確保、労働生産性の向上
モチベーションの向上

適切なサプライチェーンマネジメントの構築

事業活動の安定化

優秀な人材の確保・育成
多様な人材、多様な価値観による
価値創出力の向上

フォーカス市場の選定

強靱なグループ基盤の構築

ESG（環境・社会・ガバナンス）の取り組み、イノベーション、
健康経営、人材育成 等

自動車・航空機（モビリティ）
自動車・航空機の軽量化、電動
化（EV普及）、環境対応（再生可
能原料・材料への転換）を通じ
て、資源・エネルギーの効率的利
用と気候変動の緩和に貢献

ヘルスケア
アンメット・メディカル・ニーズに
対応する医療用医薬品、再生医
療製品の開発、健康管理関連
サービスの提供を通じて、人々
の生命と健康に貢献

IT・エレクトロニクス・
ディスプレイ
次世代ディスプレイ向け高機能
材料、半導体材料等の提供を通
じて、スマート社会と生活の快適
性向上に貢献

環境・エネルギー
リチウムイオン電池材料、水処理
関連製品、植物工場、防災・減災
製品等の提供を通じて、省エネ
ルギー、水資源の有効利用、農
水畜産業の生産性向上、気候変
動への適応に貢献

メディカル・フード・バイオ
医療部材、製薬材料、食品機能
材等の提供を通じて、医療課題
の解決や健康維持の増進に貢献

パッケージング・ラベル・フィルム
バリア性に優れた食品・医薬品
の包装フィルム等の提供を通じ
て、安全な保管と流通、食品ロス
の削減等に貢献

マテリアリティ MCHCグループにとってのリスク MCHCグループにとっての機会

食料の工業生産化の進展

健康情報サービス市場の拡大
（治療から予防へのシフト）

アンメット・メディカル・ニーズの顕在化
ICTによる医療・健康情報のデータ化の進展

取引先との信頼関係の構築
顧客維持・獲得、ビジネスの拡大

事業展開地域のコミュニティとの
積極的な交流と貢献を通じた信頼関係の構築、
地域社会との共生による事業の安定化
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